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どう祝われたい？新成人。

　
本
市
で
は
、
市
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
市
税
に
関

す
る
証
明
等
に
つ
い
て
市
役
所

に
出
向
く
前
に
申
請
書
や
委
任

状
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
・
ロ
ー
ド
し
て
作
成
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。 

○
ダ
ウ
ン
・
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
と
、
自
宅
ま
た
は

職
場
等
に
い
な
が
ら
、
市
税
に

関
す
る
証
明
等
の
交
付
申
請
書
等

が
作
成
で
き
ま
す
。 

○
記
入
上
の
注
意
点
や
申
請
に
必

要
な
添
付
書
類
、
内
容
説
明
に
つ

い
て
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

○
市
外
に
転
出
さ
れ
た
方
も
、
ダ

ウ
ン
・
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
で
申
請

書
を
作
成
し
、
郵
送
に
よ
っ
て
市

税
に
関
す
る
証
明
等
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
利
用
方
法
は
、
３
月
１
日
か
ら

那
覇
市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
市
税
情
報
コ
ー
ナ
ー
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 
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平成14年度より、以下の業務を実施します 
①通院医療費公費負担の申請手続き 
　認定されると、精神科通院医療費が無料になります。 
　（これまで通り認定業務は県で行われ、健康保険以外
　の自己負担分が公的に負担されます） 
②精神障害者保健福祉手帳の申請手続き 
　手帳所持者は各種の税の優遇とホームヘルパー派遣の
　対象になります。 
③ホームヘルプサービスの実施 
　家庭を訪問して、食事、入浴、掃除等といった家事を
　手伝ったり、それらを出来るようにアドバイスしたり、
　相談相手等といった日常生活の手助けを行います。　
　精神障害者保健福祉手帳をもっている方が対象で、申
　請後認定されればサービス開始となります。 
④精神保健福祉ボランティアの養成 
　精神保健福祉事業のお手伝いができる方、関心のある
　方を対象に教室を実施します。 
⑤普及啓発 
　精神障害について理解を深められるよう、啓発してい
　きます。 
⑥福祉施設の利用等に関する相談 
　＊特に通院医療公費負担の手続き、精神障害者保健福
　祉手帳の申請等の窓口は、４月１日より沖縄県中央保
　健所から那覇市になりますのでご注意ください。 
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「
荒
れ
た
成
人
式
」
と
し
て
国

内
外
に
報
道
さ
れ
た
那
覇
市
の
成

人
式
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
、

３
月
２
日
土
曜
日
、
成
人
式
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
那
覇
市
成
人
式
の
こ

れ
か
ら
を
考
え
る
」
が
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
大
城
　
武

さ
ん
（
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大

学
教
授
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
は
山
根
春

代
さ
ん
（
鏡
原
中
校
区
青
少
協
会

長
）
、
島
袋
栄
弘
さ
ん
（
那
覇
地

区
中
学
校
長
会
会
長
）
、
柳
橋
義

樹
さ
ん
（
ト
ー
ク
バ
ト
ル
フ
ァ
イ

ナ
ル
ス
タ
ー
ト
主
宰
）
、
當
山
徳

造
さ
ん
（
石
嶺
町
旗
頭
保
存
会
副

会
長
）
、
上
地
幸
一
（
市
教
委
生

涯
学
習
部
社
会
教
育
課
長
）
の
各

氏
を
迎
え
、
フ
ロ
ア
の
参
加
者
を

交
え
て
３
時
間
に
わ
た
る
白
熱
し

た
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
20
歳
の
柳
橋
さ
ん
は
、
荒
れ
た

成
人
式
に
つ
い
て
「
成
人
式
は
必

要
だ
と
思
う
が
、
新
成
人
が
求
め

た
の
は
自
由
、
行
政
が
求
め
た
の

は
責
任
、
自
由
の
な
い
責
任
は
抑

圧
。
一
方
的
に
押
さ
え
つ
け
る
抑

圧
と
忍
耐
は
違
う
」
と
指
摘
、
自

ら
が
16
歳
で
理
容
室
に
勤
め
た
際
、

上
司
と
の
関
係
で
学
ん
だ
「
自

由
」
と
「
責
任
」
に
つ
い
て
語
り
、

「
最
初
か
ら
信
頼
さ
れ
て
自
由
を

与
え
ら
れ
る
と
、
自
ず
か
ら
責
任

が
伴
う
こ
と
に
気
づ
く
。
大
人
の

み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
な
た
の
周

り
の
人
を
心
か
ら
信
頼
し
て
自
由

を
与
え
ら
れ
ま
す
か
？
」
と
会
場

に
質
問
、
盛
ん
な
拍
手
が
わ
き
起

こ
り
ま
し
た
。 

　
石
嶺
町
旗
頭
保
存
会
の
當
山
さ

ん
は
「
子
ど
も
た
ち
は
地
域
が
育

て
る
も
の
。
学
校
に
も
行
か
な
い

子
ど
も
た
ち
は
誰
が
救
う
ん
で
す

か
。
地
域
が
学
校
を
引
き
寄
せ
れ

ば
い
い
。
青
年
活
動
が
盛
ん
な
中

北
部
の
成
人
式
が
荒
れ
な
い
の
は

な
ぜ
で
す
か
」
と
、
成
人
式
の
各

地
域
で
の
分
散
開
催
を
提
案
し
ま

し
た
。 

　
鏡
原
中
校
区
青
少
協
の
山
根
さ

ん
は
「
沖
縄
の
人
は
お
お
ら
か
な

気
風
の
半
面
、
け
じ
め
の
な
さ
が

あ
る
。
け
じ
め
と
し
て
人
生
の
節

目
は
必
要
。
方
法
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
が

こ
れ
ま
で
ど
お
り
継
続

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、 

行
政
に
よ
る
一
か
所
開

催
を
主
張
し
ま
し
た
。 

　
一
方
、
那
覇
地
区
中

学
校
校
長
会
の
島
袋
さ

ん
は
「
中
学
校
単
位
で

の
開
催
は
、
先
輩
と
後

輩
の
悪
し
き
関
係
が
復

活
し
て
、
中
学
校
が
壊

れ
て
し
ま
う
。
式
と
い

う
形
を
と
ら
な
く
と
も

い
い
。
式
に
出
席
す
る

態
度
が
で
き
て
い
な
い
人
た
ち
を

集
め
て
式
典
を
や
る
こ
と
に
は
反

対
。
そ
れ
ま
で
は
中
止
す
れ
ば
い

い
」
と
、
成
人
式
の
継
続
開
催
に

反
対
の
意
見
が
出
さ
れ
、
フ
ロ
ア

か
ら
は
「
責
任
の
放
棄
で
は
？
」

「
大
人
が
新
成
人
と
向
き
合
う
姿

勢
が
な
い
と
問
題
解
決
に
な
ら
な

い
の
で
は
？
」
と
い
う
疑
問
の
声

も
あ
が
り
ま
し
た
。 

　
上
地
社
会
教
育
課
長
は
「
大
人

の
愛
情
は
必
ず
伝
わ
る
と
信
じ
て

い
る
。
ど
の
よ
う
な
形
に
し
ろ
新

成
人
を
中
心
に
、
地
域
と
学
校
が

一
体
と
な
っ
て
意
義
の
あ
る
も
の

に
し
て
い
き
た
い
」
と
行
政
の
立

場
を
示
し
ま
し
た
。 

　
会
場
か
ら
は
「
彼
ら
の
求
め
て

い
る
愛
情
な
の
か
が
問
題
。
愛
情

の
押
し
売
り
に
な
っ
て
い
な
い

か
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
大

城
さ
ん
は
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
ま
と
め
と
し
て
「
成
人
式
は

青
少
年
の
問
題
。
成
人
は
ど
の
よ

う
な
大
人
に
な
り
た
い
の
か
。
大

人
は
ど
の
よ
う
な
大
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
の
か
。
対
処
の
方
法
は
一

つ
で
は
な
い
は
ず
だ
。
式
典
が
あ

る
か
ら
大
人
に
な
る
の
で
は
な
い
。

新
成
人
は
ど
の
よ
う
に
祝
わ
れ
た

い
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
那
覇
市
の
課
題
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
」
と
結
び
ま
し
た
。 


